
みやこ

KAMADOKI

プログラム

京都・関西SDGsネットワーク



みやこKAMADOKIプログラム

KAMADOKIの由来は？

みやこKAMADOKIプログラムは

SDGsを達成するためのネットワーク形成を目的とした

1か月間のSDGs超実践型プログラムです。

多様な受講生から作るチームプロジェクトを主軸にし

チームメンバーと協力して、社会課題を解決するために

必要なマインドとスキルを実践的に身に付けることを目指します。

江戸時代、京都では、小学校の建設や運営は地域の各家庭の竈の数に応じて資金を持ち寄り行われて
いました（番組小学校）。これは「竈金（かまどきん）の精神」と呼ばれ、本プログラムで実践するSDGsの
「誰一人取り残さない」という考え方に通じています。「みやこKAMADOKIプログラム」は、
“文化や地域、世代のつながりを大事にして担い手の育成を行いたい！”という思いを込めて名付けられました。



選べる2つのコースと共通講座

SDGsシンカゼミ

SDGsスタジオ SDGsアクト
企業や団体にインタビューを行い
SDGsの観点から記事を執筆・発信

SDGsに対する理解を深め、さらに受講生自身の活動に活かせるスキルを身につける

◀取材の様子

▲講師：岡本 卓也氏
  （まちとしごと総合研究所）

▲講師：池田 真隆氏
  （オルタナS編集部）

▲講師： 山下 比佐暢氏
  （カーニバルライフ）

企業や団体が取り組める社会課題
をテーマに解決策を提案

▲受け入れ先：京都市動物園

▲受け入れ先：NICCO
    ( 公益社団法人　日本国際民間協力会)

◀講師：外園 周二氏
（朝日新聞社 大阪本社）

イベントを
企画

&開催！

動物園を回りながら楽しめるクイズラリー企画を
実施！ SDGsについて知ってもらうきっかけを
提供することができました。

学生の
アイデアを
実現！

留学生を対象に、稲刈り体験イベントを開催！
農業を通じた国際交流を実現できました。

プロの新聞記者が取材・記事作成をレクチャー！
成果報告会ではポスターセッションを行いました。
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対話・話し合いの場が「シンカ」する
活動のための対話スキル「ファシリテー
ション」を学びました。

自身の取り組みが「まがいもの」に
ならない秘訣を企業の取り組みリサーチ
をもとに探りました。

コミュニティ・オーガナイジングから
活動に共感してもらえるコツを
実践しながら学びました。

※プログラム内容は2019年度の実績に基づいて掲載されており、変更となる可能性もあります



主催：京都・関西SDGsネットワーク－みやこKAMADOKIプログラム－実行委員会
事務局：みやこKAMADOKIプログラム事務局 （公益財団法人 京都市環境保全活動推進協会 内）

本プログラムは平成31（2019）年度 ユネスコ活動費補助金SDGs達成の担い手育成（ESD）推進事業 採択事業です

1年の流れ

@kyotosdgsmap

※スケジュールは変更する可能性があります

お問い合わせ

075-641-0911

https://www.sdgsimpactlab.org/project/kamadoki（みやこKAMADOKIプログラム特設サイト）

kamadoki@miyako-eco.jp
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プログラム
終了後も活動
を継続する
ための支援

SDGs
ネットワーク
を持続し
広げていく

▲都 公 さん
(京都大学 経済学部 3年)

▲三木 俊和 さん
(まちとしごと総合研究所)

▲渡邊 里々子 さん
(みやこKAMADOKIプログラム事務局)

私は本プログラムで二つのことを得ました。
一つ目は刺さるライティングです。これは
読み手が内容を想像しやすく引き込まれる
文章作成を指します。ジャーナリズムの
第一線で活躍している方から直接ご指導
いただける良い機会だと思います。二つ目は
似た志を持つ仲間です。このプログラムには
SDGsをキーワードに多様な課題意識を持った
方々が集まります。プログラム中は様々な刺

激を受け、終了後も貴重な人
脈となります。私自身大変
実りある時間を過ごすこ
とができました。興味
を持たれた方は是非説
明会に来てください！

「SDGs」という言葉が新しいものに感じる
大学生のみなさんもいるかもしれません。
世界が目指す方向性として提示されています
が、これまでに実施されてきた「社会課題の
解決」の営みから学ぶことがたくさんあり
ます。普通に生活していれば、私達の社会は
「このまま続いていく」と感じるかもしれま
せんが、そこに私達は何ができるでしょう
か？みやこKAMADOKIプログラムは実際に

受け入れ先に飛び込み、
「気づき」を大切に、言葉
や行動を紡ぎ、提案する
実践プログラムです。
ひと夏の挑戦を未来に
つなげましょう！

何かワクワクすることをしたいと思う
大学生・高校生におすすめです！
社会課題に対して行動することで、新たな
気づきや学びを深める「SDGsアクト」や、
取材を通して自分のロールモデルを見つける
「SDGsスタジオ」に加え、「SDGsシンカゼミ」
では、活動に必要なスキルや知識を身につけ
ることができます。さらに、本プログラムで
は多様な学生・大人と出会うことができます。

プログラムに参加して終わり
ではなく、ここでの出会い
が次のステージに繋がる
ことでしょう。
皆さんの参加をお待ち
しております！

キックオフイベントを開催後、夏休み期間中にプログラムを開講。
受講後にも活動を継続できる支援やネットワーキングを定期的に開催します。

※肩書は2020年3月現在のものです

コーディネーター受講生 事務局スタッフ

〒612-0031 京都府京都市伏見区深草池ノ内町13

活動の様子
（YouTube)


